
最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト

1 c 58.9 100 58.9% c 1.00

2 a 5,094 4,595 110.9% b 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ｂ ｂ

２　市民生活実感評価

そう思う
どちらとも
言えない

どちらかと
言うとそう
思わない

そう思わ
ない

有効回答
者数

122 144 69 59

17.6% 20.8% 10.0% 8.5%

ｂ ‐

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により調査を一時休止しています。

5

共管局・部室

令和
元年度

令和2年度評価

前回値

指標名

‐

１　客観指標評価

施策の評価

‐

‐

‐ ‐

施策番号 2202

施策名 品格のある市街地景観の形成

　三山や河川等の豊かな自然景観や趣を残す美しい町並みと調和する品格のある市
街地景観を形成するため，建築物，工作物及び屋外広告物に対して，景観上の規制
や指導等に取り組む。

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市景観計画

担当局・部室

上位政策 22　景観

都市計画局・都市景観部

‐

‐

‐

693

‐

‐

どちらかと言
うとそう思う

平成
30年度

令和
2年度
※

景観に関する適合証の交付率（％）

屋外広告物等に係る許可件数（件）

‐

‐

c 58.9

‐

ｃ

4,426

‐

c

‐

‐

設問 平成
30年度

京都の個性的な町並み景観が守られて
いる。 b

‐

‐

b1

令和元年度

評価

‐

‐

299

43.1%

客観指標総合評価

2

3

ｂ

‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐

市民生活実感調査総合評価

4

‐

‐ ‐



＜総合評価＞

B B 令和2 B

＜原因分析＞
客観指標総合評価
☑ ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。
□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

市民生活実感調査総合評価
☑ ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。
□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

＜この施策を構成する事務事業＞　（令和元年度又は令和2年度新規事業）

＜今後の方向性＞

5

令和元年度
決算額

令和2年度
予算額

1

2

3

4

□　客観指標

☑　市民の実感

施策の目的がかなり達成されている

今後の方向性の検討

事業名

事業費の状況（千円） 令和2年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局

平成30 令和元

重
み
付
け

　景観上の規制や誘導など，本市の景観に関する取組を推進した結果，京都らしい
町並み景観が守られていると市民が実感し，良好な景観の保全・創出につながって
いると感じることが重要であることから，市民の実感に重み付けを行った。

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

・「景観に関する適合証の交付率」の更なる向上に向け，建築関係団体を通じての周知，建築確
認との連携等に加え，直接事業者に対し，工作物も含めた完了検査受検について周知啓発を行
う。
・広告景観の更なる向上を目指し，「屋外広告物等に係る許可件数」について，３年ごとの更新
許可を確実に行うよう，未更新者に対する督促を行うとともに，適正に表示されていない屋外広
告物についても，引き続き是正指導を行う。



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 58.9%

数値 目標年次 達成度

数値 ‐ ‐

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成30 令和元 令和2

c c c

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 110.9%

数値 目標年次 達成度

数値 ‐ ‐

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成30 令和元 令和2

c a b

担当課 景観政策課 連絡先 ２２２－３４７４

施策名 2202 品格のある市街地景観の形成

指標名 景観に関する適合証の交付率（％）

数値 根拠

すべての建築物及び工作物について，
適合証が発行されることが望ましい

備考

景観法及び京都市市街地景観整備条例に基づき景観上の制限に適合した計画であると認定を受けた建築物及び工作物のう
ち，完了検査を行い適合証を交付した建築物及び工作物の割合　※認定を受けた建築物及び工作物の工事が完了した際，条
例により完了届の提出を義務付けており，工事内容が認定内容に相違なければ，適合証を発行している。

自然景観や地域の町並みと調和した建築物及び
工作物として適合証を交付した物件の割合を示
す指標

算出方法：（適合証交付件数÷認定件数）×100

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成30年度 令和元年度

58.9 58.9 増減なし 100

根拠

最新数値の目標値に対する達成度が，
ａ：70％以上
ｂ：60％以上70％未満
ｃ：50％以上60％未満
ｄ：40％以上50％未満
ｅ：40％未満

必ずしも認定年度に適合証を交付する
とは限らないため，単年度目標値に対
する達成度が70%以上の場合をa評価と
し，以下10%刻みでb～e評価として設定
した。

全国順位
中長期目標

指標名 屋外広告物等に係る許可件数（件）

担当課 広告景観づくり推進課 連絡先 ２２２－４１３６

数値 根拠

3年前(平成28年度）の許可件数

備考

京都市屋外広告物等に関する条例による屋外広告物等の許可件数

自然景観や地域の町並みと調和した屋外広告物
として許可された件数を示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成30年度 令和元年度

4,426 5,094 668件増 4,595

根拠

最新数値の目標値に対する達成度が，
ａ：115％以上
ｂ：105％以上115％未満
ｃ： 95％以上105％未満
ｄ： 85％以上 95％未満
ｅ： 85％未満

・目標値に対する達成度が100％の場合
をｃ評価の中心と設定
・10％刻みでａ～ｅ評価

全国順位
中長期目標


